
ニューロフィードバック

BCIA認定資格取得
ご希望の方へのご案内
（医療従事者・有資格者対象）



米 国 の バイオフィード バック・ニューロフィード バックの 認 定 資 格 を 発 行している本 部 機 関
B C I A による認 定 試 験 を 受 けるた め の 要 件 は：
◆  医 療・保 健 の 四 年 制 大 学 を 卒 業していること　
◆  米 国 外 の 申 請 者 は 、自 国（ 日 本 ）の 政 府 が 発 行・認 定している有 効 な 医 療 の 免 許 を 保 有
していること
となります。　

上 記 要 件 が 満 たされ ていると、受 験 申 請 が できます。
下 記 の 手 順 で 、B C I A の 試 験 の 受 験 申 請 をしてい た だくことで 、米 国 本 部 で B C I A ニューロ
フィード バック認 定 試 験 問 題 の 日 本 語 で 受 験 できるようになります。

（ 日 本 語 化 作 業 を 進 め てくれるようD r . 伊 藤 が 本 部 からの 確 約 得 てい ます ）

【 予 め 用 意しておくもの 】
①  医 療 系 免 許 証（ 医 師・看 護 師・心 理 士 等 ）
②  クレジットカード
下 記 U R L の 一 番 下 から進 みます：
h t t p s : / / b c i a . m e m b e r c l i c k s . n e t / n f - e n t r y - l e v e l

医療系免許証は、医師の場合は医師会が発行している「医師資格証」をお持ちでしたら、和英両言語で表記されているので、
OKです。
心理士、看護師、他有資格者の方、そして医師で医師資格証をお持ちでない場合は「免許証」を公式機関で英訳したものを
提出する必要があります。公式機関は（https://naces.org/members/）に記載されている機関に限定されます。
ご自身で、nacesの登録機関で公式英訳を依頼するか（だいたい1週間以内で、7000円～1万円でできます）、もしご自分での
手続きが難しい場合は、こちらで代行もできます。
その場合はお手数料1000円頂戴します。訳す免許証のPDF（写真撮影したものではなく、きれいにスキャンしてPDF化した
もの）をm.itoh@hchl.orgまでお送りください。

BCIA認定試験受験のための要項

BCIAのニューロフィードバックの資格試験の受験申込をしていただくには
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よろしけ れ ば M e n t o r の 欄 に M I T S U K O  I T O H  と入 力ください 。私（ 伊 藤 明 子 ）の B C I A  
N o は E  7 2 2 3 で す。
申 請 費 用 は $ 1 5 0 で す（ 約 2 2 0 0 0 円 ）。
2 年 以 内 に 実 際 の 受 験 のときに $ 3 0 0と、オンライン 試 験 会 社 に $ 2 0 を 支 払 い ます。
申 請 申 込 をしてから2 年 間 有 効 で す。
手 続きの 中 で「 受 験 日 」を 記 入 する欄 に は 、約 1 年 後 の 日 時 を 仮 に 入 力してください 。
後 日 、変 更 できます。（ 受 験 申 込 から2 年 間 有 効 ）
署 名 欄 は 電 子 署 名 を 貼るか 、あるい は 、普 通 に 自 分 の 名 前 をタイプしても大 丈 夫 で す。

①  メー ル アドレスを 入 力します。

④  メンター 記 載 蘭 に
「 M I T S U K O  I T O H 」
N o . は「 E  7 2 2 3 」と記 載 。

⑤  署 名 欄 は 電 子 署 名 を 貼るか 、あるい は 、普 通 に 自 分 の
名 前 をタイプしても大 丈 夫 で す。
全 て 入 力 が 完 了しましたら、「 S u b m i t 」をクリックします。

②  パスワードを 入 力します。（ 2 か 所 ） ③  必 要 事 項 を 入 力します。

【 受 験 方 法 】
申 請 から2 年 以 内 に 受 ける認 定 試 験 は パソコンで の オンライン
試 験 で す。
1 0 0 問 の マ ル チプ ル チョイス（ 4 択 また は 5 択 問 題 ）、制 限 時 間
3 時 間 、A Iとカメラにより監 視（ カメラの 向こう側 で 人 間 の 試
験 監 が 不 自 然 な 動きをしな い か 見 張ってい ます。世 界 中どこで
でも2 4 時 間 受 験 可 能 ）



BCIA認定試験受験のための必修項目2
受 験 申 請 申 込 をしてから、2 年 以 内 に 下 記 の５つ の 条 件 をクリア する必 要 が あります。
資 格 認 定 に 必 修 で す。

★キャンセ レーションポリシー：上 記 ① の P D F 教 材 に つ い て は 一 旦 購 入 後 は 、返 却 返 金 は 不 可 。

P D F 電 子 版 。 1 8 0 , 0 0 0 円 ＋ 消 費 税 ＝ 1 9 8 , 0 0 0 円
米 国 B i o S o u r c e 社 の N e u r o f e e d b a c k  Tu t o r :  A n  I n t r o d u c t i o n の 忠 実 な 和 訳 版 。
各 単 元 の 最 後 に 小 テストが あり、オンラインで 受 験します。
全 単 元 の 小 テスト受 験（ 正 解 7 0 % 以 上 ）をもって 修 了 証 書 が 発 行され ます。

①  3 6 時 間 分 ニューロフィード バック座 学  B C I A 認 定 公 式 テキスト

（ できれ ば 初 診 から終 診 ディス チャージまで ）うち 一 例 は 自 分 自 身 の 症 例 。
自 分 自 身 の 症 例 は セ ルフレギュレーション、ピーク パフォー マンス 系 プロトコ ル で O K 。
症 例 記 載 用 のフォー マットは 後 述（ 参 考フォー マット）。

②  症 例 提 示 1 0 例

少 なくとも６人 に セッション 1 0 週 以 上 実 施（ 約 2 . 5 ～３か 月 ）。
実 際 に デ バイス 接 続してセッションを 実 施した 記 録（ 上 記 症 例 提 示 の 回  数 を ふくめ て 可 ）。

③  合 計 1 0 0 セッションの 記 録

スキル 獲 得され ているか を 、メンタリング のときに 確 認 をしていき、メンター が チェックマ ー
クを 入 れ ていきます。
これらのスキル が 獲 得 できるようお 手 伝 いします の で 心 配 は 不 要 で す。

④  E s s e n t i a l  S k i l l s  L i s t（ 後 述 ）に 記 載され ているスキル の 獲 得

（ メンター 料 金 は 各 メンター が 自 由 に 決 定 。相 場 は 1 時 間 あ たり＄7 5 ～＄2 0 0 。1ドル ＝￥
1 4 5 の 場 合 、約 1 1 , 0 0 0 円 ～ 2 2 , 0 0 0 円 ）
伊 藤 明 子 をメンターとする場 合 、相 場 の 下 限 、お 一 人 1 時 間 1 1 , 0 0 0 円（ 税 込 み ）の 予 定 。
メンター のスケジュー ル は お 申 込 者 の 方とのスケジュー ル 調 整 で 決 めます。
3 6 時 間 座 学 講 習 を 受 講し、1 0 の 症 例 を 集 め てからになるの で 、たとえ ば 早くて 2 0 2 5 年 1 1
月ごろからでしょうか 。グル ープ で 実 施 するの で 曜 日と時 間 を 予 め 決 め て 行 い ます。
一 度 に 9 0 分として 週 に 1 回 行うとすると半 年 で 完 了 で す。

※ 注 意 ① B C I A で は「 メンター 」と「 スー パ ー バイズ 」を 明 確 に 分 け てい ます。
　 　 　 　 各 時 間 、双 方 で 記 録 必 須 。記 録 は B C I A 指 定 の 用 紙（ 後 述 ）を 使えます。
※ 注 意 ② メンター の 時 間 に 機 器 の 操 作 方 法 、ソフトの 使 用 方 法 などの 説 明 は 含 め て は い け
　 　 　 　 な いと規 定され てい ます。

⑤  メンター 2 5 時 間 。Z O O M 可 能 。グル ープ でも可 能 。有 料



Essential Skills List ニューロフィードバック必須スキルリスト3

下 記 の２つ は 任 意 になります。
学 習 の ポイントや 試 験 対 策 をされ た 方 は お す す め で す。

必 修 科 目 ① の 教 材 を 理 解し、臨 床 に 活 用 するた め の ポイントなどを 動 画 で 伊 藤 明 子 が
解 説します。

①  解 説 動 画 4 5 分×4 本

伊 藤 明 子 が 実 施 予 定 。L I V E また は オンライン。「ここ試 験 に でますよ！」という講 座 。有 料 。
（ 料 金 は 追って ）

②  『 受 験 直 前 対 策 講 座 』

下 記 のスキルリストは 、B C I A で 認 定 を 受 ける際 に 必 要 なスキル 一 覧 で す：
9 a 版（ 2 0 0 5 年 4 月 ）（ 注：この 必 須 スキル 一 覧 は 定 期 的 に 更 新され ます ）
和 訳 　 伊 藤（ 注：原 文 で c l i e n t は 下 記 和 訳 分 で は「 患 者さん 」と訳してあります ）
ニューロフィード バックを 始 め た ば かりの 施 術 者 は 、以 下 の 基 本 的 なスキル を 習 得している
ことを 証 明 できなけ れ ば なりま せ ん 。

◆ 患 者さん へ の オリエンテーション  
❶ ニューロフィード バック、自 己 統 制（ セ ルフレギュレーション ）の 概 念 、脳 波 活 動 の オ ペラ
ント条 件 付 け に つ い て 平 易 な 言 葉 で 新しい 患 者さん に 説 明 できる。
❷ ニューロフィード バック・トレー ニング の 主 なプロセ ス（ 初 診 時 の 問 診 、評 価 、記 録・ふり
か えり等 ）に つ い て 説 明 できる。
❸ ニューロフィード バックのプロセ ス に お ける患 者さん の 役 割と責 任 を 説 明 できる。
❹ 初 回 セッションで 、ニューロフィード バックセッションの 流 れ とデ バイス の 機 能 に つ い て
説 明 できる：
-  皮 膚 の 準 備 の 目 的と手 順
-  電 極 装 着 の 手 順とセンサ ー 装 着 部 位 の 選 択；" センサ ー " / 電 極 の 安 全 性 に つ い て 患 者さ
ん が 安 心 できるよう説 明 する。
-  フィード バック画 面 の 主 な 特 徴 、振 幅 、周 波 数 および / また は Z スコア の 意 味 を 説 明
- 　 患 者さん の 活 動と画 面 上 のフィード バックの 変 化との 関 係
-  セッションの 記 録と進 行 モ ニタリング 画 面
❺ 事 細 か なインフォームド・コンセントを 用 い て 、トレー ニング に 対 する患 者さん の 承 諾 を 書
面 で 得る。

＊資格取得までのおおよその費用：合計およそ50万円＋デバイスの費用
内訳：受験料合計約46,000円、教材約20万円、メンター約25万円　

（すぐに必要な金額は受験申請料の$150＝約22,000円）
ニューロフィードバックのセッションを患者さん方に実施していくことで、この「投資」の元は取れます。
実施例：セッション1回の料金11000円、セッション実施回数が1日に2回としても、週に3日実施すると、ひと月に24回。
ふた月で損益分岐点到達。
デバイスをどれを購入するかによりますが一番手頃なタイプでしたら3ヵ月で損益分岐到達）



◆ 初 診 時 問 診 、評 価 、プロトコ ル の 選 択  
❶ 患 者さん の 症 状 や 服 薬 歴 を 詳 細 に 記 録し、トレー ニング の 目 標 に 関 連 する背 景 情 報 を 収
集 する。
❷ 以 下 のスキル を 用 い て 、脳 波 の ベ ースライン 評 価 をしっかり行う：
-  国 際 1 0 - 2 0 システム の 各 電 極 設 置 部 位 を 頭 皮 上 に 指 定し、その 位 置 を 正しく測 定 する。
-  頭 皮と耳 を 適 切 に 準 備し、選 択した 評 価 部 位 に 電 極 を 装 着 するか 、フル キャップ 定 量 脳
波 計（ Q E E G ）を 使 用 する場 合 は 電 極キャップ を 装 着 する。
-  q E E G 記 録 また は マ ル チ チャンネル E E G 評 価 を 行うた め の す べ て のステップ を 正しく行
う：インピーダンス の チェック、アー チファクトの 除 去 、開 眼 および 閉 眼 デ ータの 収 集
-  q E E G 評 価 報 告 書 の 基 本 的 な 理 解と、q E E G デ ータベ ース 一 般 的 な 構 成 要 素（ 絶 対 パワ
ー 、相 対 パワー 、位 相 、コヒーレンス 、z スコア 比 較 など ）を 理 解 する。
-  神 経 内 科 医 また は 脳 波 の 専 門 家 へ のコンサ ル が 必 要 なス パイク波 など 異 常 脳 波 を 特 定
する。
-  初 診 時 の 問 診 、心 理 検 査 、ベ ースライン 脳 波 評 価 デ ータを す べ て 使 用して 、ニューロフィ
ード バック・トレー ニング の 目 標 電 極 配 置 部 位とモンタージュを 選 択 する。
-  最 初 の ニューロフィード バック・プロトコ ル を 選 択し、その 根 拠 を 患 者さん に 説 明 する。

◆ ニューロフィード バック機 器 の 使 用とメンテ ナンス  
❶ 選 択した ニューロフィード バック機 器 の 操 作 に つ い て 十 分 な 知 識 を 示 す：
-  ハ ードウェアを 正しく接 続し、ハ ードウェアを 起 動 する。
-  ハ ードウェア に 電 極 を 正しく接 続 する。
-  生 の E E G 信 号 に お ける一 般 的 なアー チファクトの 原 因 を 特 定し、取り除く（ また はコント
ロー ル する）。
-  メーカー の 推 奨 に 従って 、一 般 的 な 機 器 の 故 障 のトラブ ル シュー ティング を 行う。
❷ 選 択した 機 器 に 適 切 なソフトウェアを 熟 知している：
-  ニューロフィード バックトレー ニングソフトウェアを 正 確 に 選 択し、インストー ルし、実 行 す
る。
-  選 択したソフトウェア パッケージ のコンポ ーネント、アプリケーション、および 限 界 を 特 定
する。

◆ ニューロフィード バックセッションの 管 理と報 告  
❶ 以 下 の 手 順 を 含 む ニューロフィード バック・トレー ニングセッションを 実 施 する：
-  最 初 のトレー ニングセッションで 、患 者さん に 最 初 の オリエンテーションと指 示 を 行う。
-  次 の セッションの 前 に 、患 者さん（ および / また は 親 ）に 口 頭 で 、か つ また は セッション 前
の アンケートで 、前 回 の セッションへ の 患 者さん が 感じたよかった 点 、よくな かった 反 応 など
を 尋 ね 記 録 する。
-  電 極 の 装 着 ( および 洗 浄 ) に お い て 、基 本 的 な 衛 生 手 順 に 則って 実 行 する。
-  患 者さん に 、セッションのトレー ニング 目 標 を 伝え、患 者さん からのフィード バックに 耳 を
傾 け 、患 者さん 側 の 役 割 に つ い ても話 す。
-  アプリケーションプログラムを 起 動し、選 択したプロトコ ル の パラメータを 設 定し、基 本 的
プログラムを 実 行 する。
-  必 要 に 応じて 、最 初 のトレー ニング の 閾 値 を 設 定し、必 要 に 応じて 調 整 する。
-  セッション 記 録 に 現 れるアー チファクトの 原 因 を 特 定し、取り除く。
-  セッション 記 録 を モ ニターし、必 要 に 応じてセッション 中 にコー チング や 補 足 的 な 口 頭フ
ィード バックを 患 者さん に 行う。
-  機 器 の ガイドラインに 従ってセッションデ ータを 保 存し、患 者さんとセッション 結 果 をレビ
ュー する。
-  セッションのトレー ニング 目 標 を サ ポ ートし補 足 する宿 題 を 患 者さん に 課 す。



◆ ニューロフィードバックセッションの 管 理と報 告（ つ づき） 
-  合 併 症を避 けて成 果を最 大 化 するた め に 、必 要 に 応じて、患 者さんの 担 当 医 および /また
は 同 時 にその 患 者さんの 診 療 にあ たっている他 の 医 療 者らと相 談 する。
-  ニューロフィードバックが 患 者さんに 効 果 が ないことが わ かった 場 合 、トレーニング の 過 程
でできるだけ 早くその 旨 、特 定し、進 歩 がえられ ない 原 因を特 定し、必 要 なプロトコル や その
他 のトレーニングプログラムの 調 整を行 い 、必 要 な 場 合 は ニューロフィードバックの 終 了を勧
める。
-  患 者さんと協 力しな がら、ニューロフィードバックのトレーニング の 目 標 が い つ 達 成され た
かを判 断し、トレーニング の 終 了とフォローアップ の 計 画を一 緒 に 立 てる。
-  B C I A 、A A P B 、I S N R の 倫 理 規 範 に 従って、ニューロフィードバック・トレーニングを行う。
❷ 以 下を含 む 、整 然とした 最 新 の 患 者 記 録を作 成 管 理 する。
-  セッションごとのトレーニング 記 録 、セッション中 の 出 来 事 、患 者さんのコメント
-  トレーニング の 結 果 に 影 響を与える可 能 性 の ある、患 者さんの 服 薬 の 変 更 、 生 活 の 大きな
変 化 、アレルギ ーなど。
-  患 者さんの 健 康 にか か わる他 の 医 師・心 理 士・、家 族 、教 師 などとのコンサ ル テーションの
記 録・報 告 。

◆ 補 足 的 な 治 療 法 およびトレーニング 法 の 使 用
❶ 基 本 的 なカウンセリング やコミュニケーションスキルを用 い て、患 者さんや その 家 族と前 向
きで 建 設 的 な 関 係を築く能 力を実 証 する。
❷メンタル ヘ ルス 診 断を受 けている患 者さんに 対して、ニューロフィードバックを補う適 切 な
カウンセリングを用 いるた め に 必 要 な 十 分 なトレーニングを受 け 、そのスキルを証 明 する。
❸ アルファ・シータ・ニューロフィードバック・プロトコル の 使 用 につ い て、適 切 なトレーニング
を受 けたことを証 明 する。アルファ・シータ・トレーニング に 適 切 な 患 者さんを選 択し、これら
のプロトコルを適 用 するスキルをもっていることを示 すこと。
❹ ニューロフィードバックと併 用 する他 の ニューロ モ デュレーション法（ H R V バイオフィード
バック、AV S 、C E S など ）につ い て、適 切 なトレーニングを受 けたことを示し、個 々の 患 者さん
に 対して適 切 な 選 択をし、使 用 できるスキル が あることを示 すこと。



ニューロフィードバック症例提示テンプレート 症例番号：

1. 患者基礎情報、主訴

2. 患者背景

◦出生時、乳幼児期特記事項

例） T.R.は9歳男児、5歳のときにADHDと診断。不安強い。薬物療法なし

小児期・思春期・青年期

◦学校・職業

◦心理社会歴、人間関係・家族歴

◦ 本人既往歴（物質乱用含む）

3．身体所見

4． 心理検査、発達検査、血液検査結果、画像検査結果など

5． 現症

初診時

適応状況、過去、ほか

障壁、弱点、強み

予後(ニューロに適しているか否かを含め)

6． 診断プロファイル

DSM

Q/EEG findings / EEG phenotype（実施の場合のみ）

7． 治療プラン/ニューロフィードバック・プロトコル

8． 評価:その後の進捗、戦略

【 お問合せ 】　ご不明な点などございましたら、下記メールアドレスまでご連絡ください。

mail : info@hchl.org


